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同志社京田辺会堂　ファセット•スタジオ•ジャパン一級建築士事務所

　同志社京田辺会堂は、幅員６mの構内通路で分断された2つの敷
地に、礼拝堂と新島襄関連資料展示室が主用途の「宗教施設」を
設計する事が求められた。国際コンペ要項で、当初から私が気になっ
たのは、そもそも「宗教施設」は必要なのか、という事。キリスト教伝道
が主たる目的でもない同志社大学で、キリスト教徒ではない学生が多
数通うキャンパスで、自分とは接点が見出しにくい「宗教施設」そのも
のを前面に打ち出した建築は、学生のシンボルにはなり得ない。だか
ら、同志社京田辺会堂を、キリスト教徒のシンボルからこの大学に通う
学生のシンボルにするためには、学生に、もっと身近な建物になる工
夫が必要だと考えた。そこで、敷地を分断する構内通路に面し、二つ
の建物の大開口を向き合わせることで、構内通路を歩くだけでも、新
島襄関連資料展示室にあるラウンジで談笑していても、自然と礼拝
堂内部の活動を目にし、礼拝堂への興味を喚起する機会を促す平面
計画とした。礼拝堂側からも、大学キャンパスを歩く友人、ラウンジで
談笑する友人が自然と目に入ってくる。幅員6mの構内通路を同志社
京田辺会堂施設群の一部に取り込む事で、礼拝堂と共に起こる日々
の光景は、学生達のキャンパスライフに自然と溶け込んでいく…。礼
拝堂が特別な存在ではなく、気がつけば、いつもキャンパスライフの中
心には同志社京田辺会堂がある。「宗教施設」がそれくらい日常に溶
け込んでいる光景を創ってみたいと思ったのである。

撮影：阿野太一　第60回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
柏木　由人（かしわぎ よしひと）
1973年大阪府生まれ。
慶應義塾大学の商学部で学んだ後、慶應義塾大学大学
院の政策メディア研究科にて建築・都市デザインを専攻。
大学院卒業後、Renzo Piano Building Workshop（イタリ
ア）、Engelen Moore（オーストラリア）勤務を経て、2008年
Facet Studio（オーストラリア）、2009年ファセット・スタジオ・
ジャパン一級建築士事務所（大阪）を設立。主な受賞歴に、
Architecture Asia Award（アジア）／新人賞、Taipei 
International Design Award（台湾）／大賞、Interior Design 
Excellence Awards（オーストラリア）新人賞がある。

■建物データ
建 築 主：学校法人 同志社
設　　計：ファセット・スタジオ・ジャ
　　　　　パン一級建築士事務所
施　　工：吉村建設工業
所 在 地：京都府京田辺市
用　　途：大学
竣　　工：2015年3月
構造規模：RC造、一部鉄骨造 2階
敷地面積：562,687.47㎡
建築面積：1,207.66㎡
延床面積：1,194.24㎡
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INFORMATION
（公財）真田山陸軍墓地維持会常務理事の吉
岡武氏に案内をお願いして、陸軍墓地及び真
田丸について解説をいただきます。
善福寺前を通り心眼寺見学後、円殊庵付近で
解散。その後徒歩にて空堀商店街へ、１７時空
堀商店街付近にて懇親会を行います。

第36回近畿建築祭「京都大会」
12/3

全国大会京都大会の周知と近畿の建築士会
全体が一丸となった協働を目指します。
開催日時　12月3日（土）　10：00〜16：30
会場　真宗教化センター しんらん交流館
　　　京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199
参加費　3,000円（お土産・昼食付）
　　　　※エクスカーションC,Dは+1,000円
申込締切　10月28日（金）
申込方法

今月号同封の近畿建築祭申込書にご記入
いただき、本会事務局までご送付ください。
詳細は、今月号同封の近畿建築祭京都大
会のお知らせをご覧ください。

「第5回 大阪の住まい力アップ リフォー
ム・リノベーションコンクール」開催

中古住宅をリフォームやリノベーションして、住
みたい街に住むことの魅力を広げていくことを目
的に、府内のリフォーム・リノベーションの事例を
募り、優秀な事例を表彰します。
主催　大阪の住まい活性化フォーラム、大阪府
賞　大阪府知事賞（予定）、大阪の住まい活
　　性化フォーラム会長賞等
事前登録
　11月4日（金）23時59分まで（予定）に以下
　のアドレスから登録してください。
http://osaka-sumai-refo.com/fwd3/
award5before

（「第5回 リフォーム・リノベーション 事前登録」
で検索）
詳細は、HPをご覧ください。
http://osaka-sumai-refo.com/fwd3/
award5
問合　大阪府住宅まちづくり部都市居住課
　　　Tel.06-6941-0351（内3036）
　

のほか阿倍野区昭和町界隈に点在するオープ
ンナガヤ大阪2016参加の長屋及び小山氏が
手掛けた事例を小山氏とともに巡ります。
日時　11月13日（日）　集合 13：30〜
　　　14：00〜17：00
集合場所　レンタルスペース阿倍野長屋
　　　　　阿倍野区昭和町4-6-8
　　　　　Tel.06-6624-1127
募集定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

建築士の会 南河内
太子町内の歴史的建造物 叡福寺・
西方院の見学会と駒ｹ谷の地元河
内ワイン館工場見学
11/19　CPD4単位（予定）

上ノ太子駅をスタートし、太子町の聖徳太子の
お墓のある「叡福寺」、太子の乳母3尼公ゆか
りの「西方院」で歴史的建造物を見学します。
その後、駒ケ谷駅から羽曳野市の地場産業で
ある葡萄を使った美味しいワインを造る河内ワ
イン館を訪ねます。
日時　11月19日（土）　
　　　13：00集合〜17：30解散
集合場所　近鉄南大阪線「上ノ太子駅」駅前
　　　　　南側広場
定員　30名（申込先着順）
参加費　3,000円（ワイン館有料試飲、入館料、

電車・バス代金含む。）
※見学会終了後、河内ワイン館内レストランで

懇親会を予定しています。
　（会費は別途2,000円程度です。）

建築士の会 東大阪
建築士の会 やお・かしわら
わくわく探検（駅前シリーズ）第16弾
生駒山上から暗峠をへて枚岡神社へ
11/26　CPD2単位（予定）

今回は、近鉄生駒鋼索線（生駒ケーブル）生
駒山上駅を出発し生駒山頂幻の都市計画、日
本最古級の遊園地等をご案内し、髪切山慈光
寺、暗峠松尾芭蕉句碑を巡り、枚岡神社を目指
し街道を下る約4㎞の行程です。
日程　11月26日（土）
集合　近鉄生駒鋼索線生駒山上駅改札口
解散　枚岡神社（最寄駅近鉄奈良線枚岡駅）
スケジュール
　9：30　 受付開始
　9：45　 散策出発
　13：00　クイズの解答、賞品授与
　13：30　解散
募集　20名（申込先着順）
参加費　1,000円

大阪市東地域会・まちづくり分科会共催
「真田丸探訪」
11/26　CPD3単位（予定）

日時　11月26日（土）　14：00〜17：00
集合場所　JR玉造駅北改札集合
参加人数　30名（申込先着順）
参加費用　会員1,000円　会員外1,500円
コース　JR玉造駅→三光神社参拝→旧真田
　　　 山陸軍墓地

大阪市西地域
築港の近代建築と煉瓦倉庫見学会
10/15　CPD3単位（予定）

大阪市の現役の渡し船の一つ「天保山の渡
し」で此花区・桜島から天保山に上陸して、築
港に今も残る近代建築と煉瓦倉庫群を大阪歴
史博物館主任学芸員酒井一光氏の解説と共
に見学します。
日時　10月15日（土）　13：30〜17：00
集合　JRゆめ咲線「桜島駅」改札口前
募集　40名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外2,000円

「BIM活用の最前線」講習会・シン
ポジウム
10/28　CPD2単位（予定）

今、建築業界で注目のBIMを活用していただく
ため、講習会・シンポジウムを開催します。
日時　10月28日（金）　18：00〜20：00
会場　㈱内田洋行 2階会議室
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2
基調講演1（BIM活用の最前線）
　講師　金沢工業大学教授　下川雄一 
基調講演2（BIMの活用と方向性）
　講師　㈱大林組　中嶋　潤 
シンポジウム（仮）「BIM活用の効果と課題」
　パネラー　金沢工業大学下川教授、空創

房、一級建築士事務所畝代表、
栗林賢次建築研究所栗林代表、
㈱大林組中嶋課長

定員　100名（申込先着順）
参加費　会員、学生2,000円
　　　　会員外3,000円

長野県の真田丸ゆかりの地を訪ね
る研修旅行
11/12〜13

友好団体である長野県建築士会との一層の交
流を深めるため、NHK大河ドラマ 真田丸の放
映で今話題の上田城をはじめとする建築を見学
する一泊研修会を長野士会のご協力により企
画しました。晩秋の古城でいにしえの武将の生
涯に思いを馳せ、まちづくりについて共に語り合
いたいと思いますので、ぜひご参加下さい。
詳細は、10月初旬頃に本会HPに掲載します。
日程　11月12日（土）〜13日（日）
訪問先（予定）

上田城、真田丸大河ドラマ館、旧常田館製糸
場施設、信州大学講堂、国宝安楽寺三重塔、
真田氏屋敷跡、松代・真田鄭、横田家住宅

まちづくり分科会・地域分科会大阪市南地域共催
「大阪長屋の魅力を訪ねて〜講演
会&まち歩きin阿倍野〜」のご案内
11/13　CPD3単位（予定）

第1部の講演会では地元密着型の不動産会
社・丸順不動産代表小山隆輝氏に大阪市内の
長屋等の既存ストックを不動産の視点から付加
価値付けして再生した事例についてご講演いた
だきます。第2部のまち歩きでは、「桃ヶ池長屋」

JIA建築家大会2016大阪 笑都物語
10/26〜29

JIA全国大会を大阪で開催します。
日程　10月26日（水）〜29日（土）
・建築家のあかりコンペ 2016公開二次審査

会、表彰式・ミニパーティー　審査員：千葉学
・「船場」に生きる近代建築　山形政昭
・シンポジウム1 文化都市の復権大阪から全

国へ　木津川計・香山壽夫・倉方俊輔
・ストック活用を環境・保存・災害・まちづくりの視点

で考える　井口直己・近角真一・六鹿正春ほか
・シンポジウム2 社会の改革 ソーシャルイノ

ベーターとしての建築家　吉村洋文・伊東
豊雄・工藤和美・竹原義二・兼松佳宏

・シンポジウム3 生きる街 市民が担うまちづく
り　桂歌之助・青木豊彦・倉田哲郎・関純
子・古谷誠章

・エピローグ これからの街　竹原義二・木村
博昭・古谷誠章

・フォーラム「生きた建築」って何?ー「イケフェス
大阪2016」に向けてー　高岡伸一・倉方俊輔

会場　大光電機ショールーム、綿業会館、大阪
市中央公会堂、大阪美術倶楽部

詳細・参加登録は大会ホームページまで
http://jia-osaka.org/

第1回石井修記念サロン
11/3

「石井修記念サロン」第1回目のご案内です。
ゲスト　吉村篤一（建築環境研究所主宰）
日時　11月3日（祝日）　14：30〜16：30
会場　回帰草庵　西宮市甲陽園目神山町
定員　25名（予約制）　申込先着順
参加費　1,000円
申込　住所、氏名、所属、連絡先を明記の上、ハ

ガキまたはFAXまたはメールで下記宛送付
　　　石井智子／美建設計事務所
　　　〒633-0091　桜井市桜井770-1
　　　Fax.0744-48-3155
　　　E-mail bikentomo@nifty.com

自立循環型住宅設計講習会
11/24 

一般的に入手できる手法や技術の組み合わせ
で、住宅のエネルギー消費を50%削減すること
を目指した「自立循環型住宅」講習会です。
日時　11月24日（木）　10：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館5階会議室
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　100名（先着申込順）
受講料　会員12,000円　会員外15,000円
　　　　（テキスト代、消費税含む）
申込締切　11月17日（木）（定員になり次第締切）
主催・問合　（一財）大阪住宅センター
　　　　　  住宅評価保険部
　　　　　  Tel.06-6253-0238

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

建築士法にもとづく建築技術講習会
BIMハンズオン（操作体験）セミナー
11/10、11/24　CPD各3単位

話題のBIMについて「3Dの操作は難しいので
は?」「どのソフトを選べばよいかわからない」とい
う方のため、代表的なBIMソフトウェアの中から
2種類について、インストラクターによるモデル入
力や図面出力の解説と、操作体験を行います。
日時　RC造編  11月10日（木）  13：30〜17：00
　　　木造編　11月24日（木）  13：30〜17：00
　　　※いずれか1日、または両日の受講も可能。
会場　中央工学校OSAKA
最寄駅　地下鉄御堂筋線「緑地公園駅」
内容　BIM概要、操作体験（ARCHICAD 20、 
　　　GLOOBE）
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　〈いずれか1日のみ受講〉
　　　　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,000円
　　　　一般3,500円
　　　　〈両日とも受講〉
　　　　建築士会会員4,500円
　　　　後援団体会員5,500円
　　　　一般6,500円

ヘリテージマネージャー
ステップアップ講座第1回
11/23　CPD4単位（予定）

「平城宮跡の整備と建物復元」と「古代建築と
大極殿の復元」について学びます。特に古代か
ら中世、近世へと時代とともに変化していく伝
統木造建築の意匠に注目した内容です。
日時　11月23日（水・祝）  13：00〜17：00
場所　奈良文化財研究所
　　　奈良市佐紀町247-1
内容　12：45  復元事業情報館前受付開始
　　　13：00  大極殿（免震装置含む）見学
　　　14：00  平城宮跡の整備と建物復元講習
　　　15：30  古代建築と大極殿の復元講習
募集　50名程度（申込先着順。但し、大阪府

ヘリテージマネージャー育成講座修了
者・受講者優先。）

受講料　1,000円

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
11/24・3/1　CPD各5単位

本講習では、宅建業法改正により今後需要が
見込まれるインスペクション業務について、国土
交通省のインスペクションガイドラインに沿って、
その目的とインスペクション部位ごとの調査方
法及び報告書の作成方法等を具体的に説明
します。修了者は建築士会インスペクターとして
登録され、建築士会ホームページに掲載します。
日程　①11月24日（木）
　　　②平成29年3月1日（水）
時間　9：50〜16：20
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）
※来年度テキストには鉄筋コンクリート造・共同
　住宅のインスペクションが追加されました。

定しました。それに先がけて、設計者に木造住
宅の省エネ技術の習得をしていただく講習会
で、今年度が本講習会5ヵ年計画の最終年度
です。
日程　10/14・10/27・11/9・11/25・12/7・
　　　12/20・1/13・1/24
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が全額補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※修了証発行費用は別途必要。
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　 省エネ講習会　　 検索 
※詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

建築士法にもとづく建築技術講習会
「京都鉄道博物館」建築技術講習会
〜設計者と施工者が語る「地域と歩む鉄道文
化拠点」としての京都鉄道博物館〜
10/20　CPD4単位

京都鉄道博物館は、大阪市内の旧交通科学
博物館と当地の梅小路蒸気機関車館を統合
し、新たに総合鉄道博物館として拡張整備し
た施設です。このたびは現地での講義と施設
見学を行います。
日時　10月20日（木）　13：30〜17：30
会場　京都鉄道博物館
最寄駅　JR京都駅より京都市バスで
　　　　「梅小路公園前」下車
内容　京都鉄道博物館の展示計画と展示物

の設置工事、京都鉄道博物館の建築
計画、京都鉄道博物館の施工計画

定員　108名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員4,000円
　　　　後援団体会員5,000円
　　　　一般6,000円　学生1,500円
　　　　※受講料には入場料を含んでいます。

建築士法にもとづく建築技術講習会
大阪府知事指定講習

「建築基準法等に関連する改正内
容の周知」と「大阪府福まち条例ガ
イドライン」について
11/8　CPD3単位

建築基準法を含む最近の改正状況や、建築
物のエネルギー消費性能の向上に関する法律、

「大阪府福祉のまちづくり条例ガイドライン」に
ついて、大阪府住宅まちづくり部担当官に分か
りやすく解説していただきます。なお、本講習会
は法定講習とは異なり受講は任意です。
日時　11月8日（火）　13：30〜16：55
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　建築基準法を含む最近の改正状況、建

築物のエネルギー消費性能の向上に
関する法律、「大阪府福祉のまちづくり
条例ガイドライン」の紹介

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,500円
　　　　一般4,500円

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
どの申込者が検討した建築物の耐震診断及
び耐震補強計画について、専門的観点のもと
に審査・審議を行い、妥当であると認める申込
案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度建築士定期講習
1/16、3/21　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属す
るすべての建築士は3年以内ごとに定期講習を
受講しなければなりません。本年度は平成25年
度に本講習を受講された方や、建築士試験に合
格された方が対象となります。未受講者は懲戒処
分の対象となりますので必ず受講してください。
日程
　1/16（月）　 定員300名  会場コード5C-04
　3/21（火）   定員300名  会場コード5C-54
会場　1/16（月）、3/21（火）大阪国際会議場
時間　9：25〜17：00
申込必着日　12/12（月）：講習日1/16（月）
　　　　　　 2/14（火）：講習日3/21（火）
　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/26　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ

て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　平成29年1月26日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
12/8・2/9　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません）
日程　①12月8日（木）
　　　②平成29年2月9日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
10/13、11/22、12/16　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひご受講下さい。
日程 10/13（木）、11/22（火）、12/16（金）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
10/14〜29.1/24　CPD各6単位
  

国土交通省は2020年までにすべての建築物
に対し新省エネ基準適合を義務付けることを決

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 8/22 大東市長面談
  四条畷副市長面談
 8/24 島本町長面談
 8/26 交野市長面談
 8/28 和泉市制施行 60 周年記念式典
 8/31 国土交通省中央建築士審査会
 9/ 2 太子町長面談
  松原市都市整備部長面談
 9/ 5 河南町長面談
  千早赤阪村長面談
 9/ 9 大阪建築コンクール受賞者講演会
 9/14 河内長野副市長面談
  阪神淡路まちづくり支援機構総会
 9/15 高槻市長面談
 9/20 建築士会連合会総務企画委員会
 9/21 理事会・正副会長会議

平成 28 年度の二級建築士設計製図試験
が、9 月 11 日（日）に全国の知事施行
試験として「景勝地に建つ 土間スペー
スのある週末住宅（木造 2 階建て）」の
課題で実施されました。
大阪では、近畿大学東大阪キャンパスに
おいて、本会が実施運営を担当しました。
今年度の受験者数は、全国で 11,158 名、
大阪では 875 名と、昨年に比べ全国で
1,702 名、大阪で 158 名増加しました。
10 月 9 日（日）には、同大学で一級・木
造建築士設計製図の試験を実施します。

国土交通省は 2020 年までにすべての建
築物を対象とする新省エネ基準への適合

の義務化を決めており、来年度から確認
申請に連動した「省エネ適合性判定」が
導入されることに備えるため、本会では
現在、「建築物の省エネルギー講習会」
を実施しています。講習会は 10 回開催
し 800 人の受講者を見込んでおり、1 回
目・2 回目の申込は満席の状況です。
本会会員の受講料は本会が負担しますの
で、奮って受講してください。

本会が大阪府と締結している被災建築物
応急危険度判定士派遣協定に基づき、国
土交通省及び全国の都道府県等で構成す
る全国判定協議会と共同して、8 月 30
日に判定士の連絡訓練を実施しました。
連絡訓練の目的は、本会会員判定士の携
帯電話及び Eメール等による連絡網が
有効に機能するか、又、近畿圏外の判定
活動に、本会判定士がどの程度参加して
いただけるのかを把握するものです。
今回の訓練では、マグニチュ－ド 7.3の
東京都心南部に直下地震が発生したとの
想定により、本会の会員判定士 613 名に
対して、東京都で連続 3 日間の判定活動
が可能か否かをお聞きしました。
その結果、216 名に参加可能の回答をい
ただき、その旨を大阪府へ報告しました。

本会ヘリテージ部会では、今年度の文化
庁助成事業である「文化遺産を活かした
地域活性化事業」の一環として、「大阪
三大城下町めぐり案内マップ」作りを進
めており、11月の発刊を予定しています。
大坂、岸和田、高槻の、江戸時代に構築
された 3つの城下町をつないで、地域の
歴史文化遺産を紹介するマップです。
歴史・まち歩きのファンはもちろん、大
阪城真田丸に興味を持った方々等に、大
阪府は文化財の宝庫であり、数々のおも
しろい歴史の証しを知っていただくきっ
かけになればと思います。ぜひマップを
手に三つの城下町を歩いてみてください。

動静レポート

大地震時の応急危険度判定士連絡訓練
を実施

社会貢献委員会

「大阪三大城下町めぐり案内マップ」
11 月発行予定

社会貢献委員会

会長動静

二級建築士設計製図試験を実施 

運営委員会

大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
を実施中

事業委員会

川口島本町長（右）

東坂大東市長（右）

黒田交野市長（右）

森川四条畷副市長（右）

村上松原市　　
都市整備部長

浅野太子町長

濱田高槻市長（左）

桝井河内長野副市長（左）

松本千早赤阪村長（右）

武田河南町長（左）
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本会の「建築士の会北摂」では、異業種
見学として造船技術と船の進水式を見た
いとの要望が昨年からあり、一泊とする
か日帰りとするか、また、どこを見学す
るか紆余曲折はありましたが、8 月 22
日に四国日帰りバスツアーとして実現し
ました。
ツアーは平日の早朝の出発にも関わらず
26 名の参加があり、朝 7 時に西梅田を
出発して、まずは四国の金比羅に向かい
ました。
最初の見学先である金丸座は、天保 6 年

（1835 年）に建てられた日本最古の芝居
小屋で昭和 45 年 6 月 17 日「旧金比羅大
芝居」として国の重要文化財に指定され、
現在あるのは昭和 47 年より 4 年かけて
昭和 51 年 3 月に愛宕山の中腹に移築復
元されたもので、今でも歌舞伎の芝居等
で使われています。
平成 15 年の大修理では内装が復元され、

大阪府住まい・まちづくり教育普及協議
会は、小・中学校の教員や、将来の担い
手である生徒を対象として、住まいやま
ちづくりに関する出前授業による教育の
支援を行っており、本会をはじめ、大阪
府住宅まちづくり部の関係部署、大阪建
築防災センター、大阪住宅センター、日
本建築家協会近畿支部、日本建築協会、
事務局を務める大阪府建築士事務所協会
が会員となって活動をしています。
出前授業のテーマとしては、「快適な住
まい」「バリアフリー」「夢の家」「防災
を学ぼう」などがあり、小・中学校に出
向き、教師や生徒に対して、講義を行っ
ています。特に教師に対しては当協議会
作成のデーター及び資料等をお渡しし、
教師自らが講義できるノウハウをアドバ
イスしています。
泉大津市立東陽中学校において、本年 8

Topics

人力による舞台装置などが江戸期の雰囲
気を今に伝えているようです。また、金
丸座で芝居をされている役者の一人と親
戚関係にあるツアーの参加者が偶然おら
れるというサプライズがありました。
見学後、表参道にある地元名物の「こん
ぴらうどん」を賞味し、次の見学場所の
高松港にある四国ドックへと向かいまし
た。ドックでは、総トン数 1 万六千八百
トン、全長 188.60m、幅 26.00m、深さ
14.00mの大規模冷凍運搬船の進水式に
立会うことができ、同船が進水していく
迫力はインターネットで見る映像以上の
ものでした。その後、広報担当の中西さ
んの丁寧な説明で、工場内の見学をしま
した。実際に船を造る造船技術の工程で
ある鉄板を、水と火づくりによって曲面
形成をしていく様子も見ることもでき、
異分野に触れる貴重な体験でした。
造船所を後にして、耐震改修の目途が立た

月 19 日（金）14 ～ 16 時に教師向けの
出前講座を行い、東陽中学校教員と他校
の家庭科教員 30 名強が参加されました。
講座では、まず、防災センターの村尾委
員から「防災」について、近年発生した
さまざまな災害による被害を紹介し、防
災知識を身につけることの重要性を説明
しました。
続いて、事務所協会所属で本協議会の戸
田会長より、気候・風土に合った様々な
世界の住まいやそれぞれ快適に過ごすた
めの仕組みや工夫をお話し、そして建築
家協会の橋本委員より、目には見えませ
んが住まいの快適性に影響を及ぼす熱対
策について、サーモグラフィーを使って
のアクティブな解説を行いました。
最後に、大阪府建築士会の竹田より、本
会の女性分科会有志で作成し、今年 3 月
に発刊した冊子「安心 ･ 安全安らぎの家」

ず取り壊しの危機にある丹下健三設計の
香川県立体育館を車中から見ながら、最終
目的地の、高松駅近くの海に隣接する北山
アリーを見学しました。アリーというのは
路地裏との意味ですが、北浜 JA 倉庫が新
たな商業施設として再生させたところで、
歴史を感じさせてくれる倉庫の外観と各
テナントの個性が醸し出す雰囲気が良く、
ちょっと覗いてみようかなという気持ち
にさせてくれました。ここで皆さんが寛
いだあと、帰路大阪へと向いました。

を基に、高齢者における住まいの中に潜
む危険とその解決方法についてお話しを
しました。
出前講座の内容は、座学の他にゲーム、
工作、防災グッズと福祉機器体験等があ
ります。近年は小中学校からの出前授業
の要請も多く、お手伝いしていただける
方を随時募集しております。建築士会会
員では協議会委員として、分田美子、原
恵一、竹田敦子が活動しておりますので、
気軽にお声掛け下さい。

進水式の様子

東陽中学校における出前授業

「四国バスツアー」〜四国ドック進水式と旧金比羅大芝居（金丸座）見学〜
日程：平成 28 年 8 月 22 日（月）　　参加者：26 名

藤池寛治（地域分科会委員）

大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会における出前授業の取り組み
日程：平成 28 年 8 月 19 日（金）　　会場：泉大津市立東陽中学校　　参加者：約 30 名

竹田敦子（女性分科会委員）
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特
別
寄
稿　

鉄
道
延
伸
と
新
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
　
　

１ 

は
じ
め
に

　

箕
面
市
は
大
阪
府
北
西
部
に
位
置
す
る
緑
豊

か
な
住
宅
都
市
で
あ
る
。
一
貫
し
て
コ
ン
パ
ク

ト
か
つ
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

平
成
二
〇
年
以
降
、
人
口
は
毎
年
一
％
増
加

し
て
い
る
。
新
市
街
地
だ
け
で
な
く
既
成
市
街

地
に
お
い
て
も
子
育
て
世
代
が
流
入
し
て
い
る
。

保
育
所
の
新
設
や
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助

成
拡
大
、
小
学
校
一
年
か
ら
の
英
語
教
育
の
導

入
等
、
先
駆
的
な
教
育
施
策
の
ほ
か
、
利
便
性

と
共
存
し
つ
つ
豊
か
な
緑
を
維
持
・
保
全
す
る

取
り
組
み
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
徹
底
的
な
Ｐ
Ｒ

に
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
箕
面
市
が
未
来
を
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
必
要
な
最
後
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
北

大
阪
急
行
線
の
延
伸
で
あ
る
。

２ 

北
大
阪
急
行
線
の
延
伸

　

北
大
阪
急
行
線
の
延
伸
は
平
成
三
二
年
度
開

通
を
め
ざ
し
て
い
る
。
北
大
阪
急
行
線
は
新
大

阪
、
梅
田
、
難
波
の
各
駅
を
有
す
る
地
下
鉄
御

堂
筋
線
に
直
結
し
、
延
伸
が
実
現
す
る
と
、
箕

面
市
か
ら
大
阪
都
心
部
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
所
要
時
間
は
二
〇
分
強
。

﹁
緑
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
街
﹂
が
強
み
の

箕
面
市
に
、
圧
倒
的
な
交
通
利
便
性
と
い
う
強

み
が
加
わ
る
。

　

都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
だ
け
で

は
な
い
。箕
面
市
の
課
題
は
市
内
の
東
西
移
動
。

鉄
道
が
西
部
地
域
に
し
か
な
く
、
バ
ス
路
線
の

拠
点
を
持
た
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。結
果
、

自
動
車
依
存
度
が
近
隣
市
と
比
較
し
て
一
．
五

倍
も
高
い
。
鉄
道
延
伸
に
伴
い
二
つ
の
新
駅
が

整
備
さ
れ
る
と
、
市
街
地
の
大
部
分
が
徒
歩
ま

た
は
自
転
車
で
、駅
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

ま
た
、新
駅
の
一
つ
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
な
り
、

広
域
的
な
交
通
結
節
点
機
能
を
担
う
た
め
、
バ

ス
路
線
の
再
編
が
可
能
と
な
り
、
市
内
の
東
西

を
結
ぶ
公
共
交
通
が
充
実
す
る
。

　

さ
ら
に
、
鉄
道
延
伸
を
都
市
骨
格
を
形
成
す

る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
最
大
限

に
活
用
し
、
ま
ち
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起

こ
す
た
め
、
新
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
地

元
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

３ 

新
箕
面
駅
周
辺
（
か
や
の
中
央
地
区
）

の
ま
ち
づ
く
り

　

鉄
道
延
伸
に
伴
い
整
備
さ
れ
る
二
つ
の
新
駅

は
﹁
新
箕
面
駅
﹂
と
﹁
箕
面
船
場
駅
﹂︵
い
ず

れ
も
仮
称
︶。
新
箕
面
駅
は
市
街
地
の
ち
ょ
う

ど
中
央
で
、か
つ
本
市
の
人
口
重
心
が
あ
る﹁
か

や
の
中
央
﹂

に
整
備
す

る
。
か
や

の
中
央
は

国
道
四
二

三
号
と
国

道
一
七
一

号
が
交
差

す
る
交
通

の
要
衝
で
、

鉄
道
延
伸

を
見
越
し

て
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、
平
成
一
五

年
に
ま
ち
び
ら
き
し
た
。
北
摂
山
系
の
豊
か
な

自
然
を
背
景
と
し
て
、
川
を
活
用
し
た
親
水
空

間
、
市
民
広
場
緑
地
な
ど
自
然
を
体
感
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
商

業
施
設
﹁
み
の
おQ

's M
all

﹂
が
併
設
さ
れ
、

年
間
一
、〇
〇
〇
万
人
以
上
の
集
客
を
誇
っ
て

い
る
。
新
箕
面
駅
は
そ
の
﹁
み
の
おQ

's M
all

﹂

の
中
央
二
階
部
分
に
整
備
す
る
。

　

新
箕
面
駅
︵
か
や
の
中
央
︶
は
北
摂
の
玄
関

口
と
な
る
。
広
域
的
な
交
通
結
節
点
機
能
を
担

い
、
バ
ス
路
線
再
編
の
拠
点
と
な
る
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
タ
ク
シ
ー
バ
ー
ス
、
駐
輪
場
を
有
す

る
交
通
広
場
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
周
辺

の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
着
手
し
、
既
に
一

部
供
用
を
開
始
し
た
。

　

さ
ら
に
、
集
客
力
を
持
続
し
て
維
持
・
向
上

す
る
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
創
出
す
る
た
め
、
交

通
広
場
の
上
空
を
立
体
利
用
し
、
子
育
て
支
援

機
能
や
商
業
機
能
を
も
っ
た
駅
前
ビ
ル
を
整
備

す
る
。

　

既
存
商
業
施
設
も
、
こ
れ
ま
で
の
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
型
か
ら
駅
前
商
業
施
設
へ
変
革
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
る
。
か
や
の
中
央
の
東
西
の
両
翼
に
広
が
る

農
地
で
あ
る
。﹁
便
利
﹂
だ
け
が
箕
面
市
の
魅

力
で
は
な
い
。﹁
豊
か
な
緑
﹂
に
囲
ま
れ
た
住

宅
街
で
あ
り
、
か
つ
、﹁
便
利
﹂
で
あ
る
こ
と

が
箕
面
市
の
魅
力
で
あ
る
。
鉄
道
の
延
伸
に
よ

り
市
街
化
圧
力
は
高
ま
る
が
、
箕
面
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
﹁
豊
か
な
緑
﹂
に
囲
ま
れ
た
住
宅

街
を
強
く
守
り
育
て
て
い
く
。

４ 

箕
面
船
場
駅
（
船
場
東
地
区
）
の
ま

ち
づ
く
り

　

船
場
東
地
区
は
、
箕
面
市
に
と
っ
て
特
殊
な

空
間
で
あ
る
。
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
︵
以

下
﹁
船
場
団
地
﹂︶
と
し
て
昭
和
四
五
年
に
ま

ち
び
ら
き
し
て
以
来
、
日
本
有
数
の
繊
維
卸
商

団
地
と
し
て
商
業
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
容

積
率
六
〇
〇
％
の
商
業
地
域
で
、
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ぶ
。

　

し
か
し
、
繊
維
卸
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

等
に
よ
り
、平
成
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

空
き
ビ
ル
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
続
い
て
遊
技
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、

当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
建
物
が
建
築
さ
れ

（仮称）新箕面駅周辺のイメージ図 箕
面
市
　
　
岡
本　

秀
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る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

船
場
団
地
で
活
動
す
る
繊
維
卸
事
業
者
で
構

成
す
る﹁
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同
組
合
﹂

は
、
箕
面
船
場
駅
の
整
備
を
契
機
と
し
て
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成

二
四
年
五
月
、﹁
船
場
団
地
再
整
備
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、﹁
物
流
中
心
の
ま

ち
﹂
か
ら
﹁
人
が
集
う
ま
ち
﹂
へ
の
転
換
を
は

じ
め
と
す
る
ま
ち
全
体
の
方
向
性
と
と
も
に
、

先
行
的
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
駅

前
エ
リ
ア
で
は
、
繊
維
卸
機
能
を
排
除
し
て
、

健
康
、
教
育
、
住
宅
な
ど
の
都
市
機
能
を
導
入

す
る
思
い
切
っ
た
方
向
性
が
提
示
さ
れ
た
。

　

平
成
二
六
年
六
月
に
は
、
箕
面
船
場
駅
前
の

エ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
﹁
箕
面
船
場
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
準
備
組
合
﹂
を
設
立
。
以
来
、
敷

地
整
序
型
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
よ

り
大
街
区
化
を
実
現
す
る
事
業
計
画
が
検
討
さ

れ
て
き
た
。
現
在
は
法
に
基
づ
く
土
地
区
画
整

理
組
合
の
認
可
を
申
請
︵
対
象
地
：
四
．八
ヘ

ク
タ
ー
ル
︶
し
て
お
り
、
組
合
設
立
後
は
速
や

か
に
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
今
秋
に
は
建
物
の

除
却
工
事
に
着
手
す
る
。

　

船
場
団
地
は
昭
和
四
〇
年
代
に
、既
に
一
度
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ

る
。
高
度
経
済
成
長
時
の
重
厚
な
造
り
の
ビ
ル

群
を
除
却
す
る
に
は
多
大
な
費
用
が
必
要
。
地

権
者
だ
け
で
は
負
担
が
重
過
ぎ
る
。

　

地
権
者
の
土
地
に
対
す
る
様
々
な
想
い
は
勿

論
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
ま
ち
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
た
な
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
や
公
園
の

場
所
と
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
既
に
あ
る
公
園

を
移
転
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
都
市
計
画
、
土
地
利
用
の
様

々
な
ル
ー
ル
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

課
題
は
尽
き
な
い
。
だ
か
ら
皆
で
想
い
と
考

え
を
ぶ
つ
け
あ
う
。
課
題
の
多
さ
と
重
さ
に
押

し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、

胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
よ
う
に
ス
ッ
キ
リ
と
解

決
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
が
あ
っ
て
も
ま
ち
づ
く
り
は

進
ん
で
い
る
。
大
街
区
化
し
た
後
に
整
備
す
る

新
た
な
ま
ち
の
核
施
設
は
大
き
く
三
つ
。
同
時

並
行
で
検
討
し
て
い
る
。

⑴
国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス

　

現
在
の
大
阪
大
学
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
本

市
の
東
部
地
域
に
あ
る
。
か
つ
て
は
﹁
大
阪
外

国
語
大
学
﹂
だ
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
に
大
阪

大
学
と
統
合
。
平
成
二
三
年
一
月
、
当
時
の
大

阪
大
学
総
長
が
年
頭
所
感
で
、
他
市
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
移
転
を
明
言
し
、
大
学
広
報
誌
に
掲
載

さ
れ
た
。

　

市
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
市
外
に
流
出
す
る
最
悪
の

ケ
ー
ス
を
防
ぐ
た
め
挽
回
を
図
り
、
平
成
二
七

年
六
月
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
を
箕
面
船
場
駅
前
に

移
転
す
る
覚
書
を
大
阪
大
学
と
交
換
、
翌
年
四

月
に
は
正
式
合
意
書
を
締
結
し
た
。

　

大
学
そ
の
も
の
が
ま
ち
の
魅
力
に
な
る
と
同

時
に
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
集
積
で
き
る
な
ど
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
可
能
性
が
広
が
る
。
さ

ら
に
、
大
阪
大
学
は
地
域
に
開
か
れ
た
都
市
型

キ
ャ
ン
パ
ス
を
志
向
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ま

ち
な
か
で
常
に
数
百
～
数
千
人
の
学
生
・
教
員

が
活
動
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
商
業
や
市
民
活
動

の
大
き
な
活
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

⑵（
仮
称
）関
西
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

総
合
セ
ン
タ
ー

　
﹁︵
仮
称
︶
関
西
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
総
合
セ
ン
タ
ー
﹂
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
視

点
か
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
予
防
医
学
の
拠

点
と
な
る
施
設
整
備
に
む
け
て
、
大
阪
大
学
医

学
部
を
中
心
に
、
ま
た
同
大
学
工
学
部
や
民
間

事
業
者
も
参
加
す
る
関
係
者
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
拠
点
と
な

る
建
物
の
規
模
等
を
決
め
る
と
と
も
に
、
平
成

三
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

動
き
と
も
連
動
し
て
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
く
。

⑶
市
公
共
施
設

︻
市
民
ホ
ー
ル
と
文
化
交
流
施
設
︼

　

現
在
、箕
面
市
に
は
二
つ
の
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

市
民
が
生
涯
学
習
・
芸
術
活
動
の
発
露
と
し
て

活
用
す
る
六
〇
〇
席
規
模
の﹁
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
﹂

と
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
確
保
を
目
的
と
す
る
一

〇
〇
〇
席
規
模
の﹁
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
﹂
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
は
竣
工
以
来
、
約
半
世
紀

が
経
過
し
、
老
朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
課

題
を
抱
え
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
将
来
、
北
大
阪
急
行
線
が
延
伸
さ
れ
、

市
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
の
集
客
力
も
期
待

で
き
る
船
場
地
区
を
最
終
移
転
候
補
地
と
し
て

決
定
し
た
。
併
せ
て
、
会
議
室
や
音
楽
ス
タ
ジ

オ
等
で
構
成
す
る
文
化
交
流
施
設
も
整
備
す
る
。

︻
図
書
館
︼

　

現
在
、
箕
面
船
場
駅
周
辺
に
は
、
西
側
の
国

道
四
二
三
号
を
跨
い
で
徒
歩
約
一
〇
分
の
と
こ

ろ
に
図
書
館
が
あ
る
。
立
地
が
悪
く
規
模
の
割

に
利
用
者
が
少
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
箕

面
船
場
駅
前
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
大
阪
大
学
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
が
決

ま
り
、
移
転
す
る
図
書
館
に
、
市
立
図
書
館
機

能
と
大
学
図
書
館
機
能
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
と

し
た
。
同
図
書
館
の
運
営
は
文
化
交
流
施
設
と

あ
わ
せ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
阪
大
学
に
無

償
で
請
け
負
っ
て
い
た
だ
く
。

　

平
成
二

八
年
三
月
、

安
藤
忠
雄

建
築
研
究

所
に
ま
ち

づ
く
り
の

基
本
構
想

を
取
り
ま

と
め
い
た

だ
い
た
。

キ
ー
ワ
ー

ド
は
三
つ
。

﹁
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
／
立
体
重
層
都
市
﹂﹁
キ
ャ

ン
パ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂﹁
歩
い
て
楽
し
い

街
並
み
づ
く
り
﹂。
二
階
レ
ベ
ル
に
デ
ッ
キ
を

広
く
整
備
し
、
車
は
一
階
、
人
は
二
階
、
動
線

を
分
け
て
安
全
性
を
確
保
す
る
ほ
か
、
新
駅
駅

前
と
二
階
デ
ッ
キ
の
南
北
端
に
広
場
︵
公
園
︶

を
配
し
て
、
賑
わ
い
と
回
遊
性
を
創
出
す
る
。

５ 

お
わ
り
に

　

船
場
団
地
に
出
か
け
る
。
真
夏
の
夕
日
に
照

ら
さ
れ
て
、
茶
色
に
鈍
く
輝
く
ビ
ル
群
が
目
の

前
に
聳
え
立
つ
。
こ
れ
ら
を
除
却
し
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
、
両
方
の
意
味
で
、
新
た
な
ま
ち
を

創
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん

で
、
ま
ち
づ
く
り
は
動
き
始
め
た
。
全
力
で
取

り
組
む
。

岡
本
　
秀

　
箕
面
市
役
所
地
域
創
造
部
北
急
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

一
九
七
〇
年	

大
阪
府
生
ま
れ

一
九
九
三
年	

大
阪
大
学
文
学
部
日
本
学
科
卒

一
九
九
五
年	

箕
面
市
役
所
入
庁

二
〇
一
四
年	

現
職

（仮称）箕面船場駅周辺のイメージ図（安藤忠雄建築研究所作成）
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Gallery 建築作品紹介 アシックス ヴィラ サーナ（ASICS Villa Sana） 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

敷地は六甲山頂付近の南斜面にあり、瀬戸内海への眺望が美しい場所で
ある。この場所に、企業の賓客を迎えるゲストハウスを計画した。
建物は 3 つの宿泊棟と 1 つのパブリック棟の 4 つの分棟とし、敷地の傾
斜に合わせてそれぞれのボリウムを配置し、4 棟に囲まれた中央部に中
庭を設けた。各棟はシンプルな形態とすることで、六甲の自然の中に溶
け込むような群の建築を目指した。静寂な大自然と稀有な眺望を楽しみ
ながら、ホストと来賓が語らい、記憶に残る大切な時間を共有できる場
をつくることを考えた。

建 築 主：株式会社
　　　　　アシックス
所 在 地：神戸市灘区
用　　途：ゲストハウス
竣　　工：2015.12
構造規模：木造・RC 造 
　　　　　地上 2 階・
　　　　　地下 1 階
敷地面積：899.12㎡
建築面積：124.37㎡
延床面積：157.59㎡
写　　真：母倉知樹
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Gallery 建築作品紹介 K コンプレックスビル 設計：大西憲司設計工房
施工：宍粟住建

敷地は、JR 加古川駅から南へ徒歩 10 分、巾 20 ｍ道路の角地に位置する。
建物は、1 階にテナント、2 階に和風 Cafe、リラクゼーションサロン、3
階に 1R 4 戸の集合住宅の複合ビル。要望は木の格子や、建物の一部に
R を取り入れ、シンボリーツリーに、ケヤキを植えたモダンな和の建築
にして欲しいなどであった。植込を建物の中心に設け、ケヤキを眺めな
がら 2・3 階へと導く。窓際に植えられた竹や建物全体を、R を取り入
れた木の格子で取り囲み、それらがコンクリート打放しと調和し、モダ
ンな和の雰囲気を醸し出している。広い道路の角地に建ち、建物がどこ
からも眺められ、時と共に街のランドマーク的な建築になることを願う。

所 在 地：兵庫県加古川市
用　　途：複合ビル
竣　　工：2016.04
構造規模：RC 造 1・2 階

（複合施設）
 ＋ S 造 3 階
 （集合住宅）
敷地面積：313.63㎡
建築面積：150.39㎡
延床面積：369.59㎡
写　　真：福澤昭嘉
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Gallery 建築作品紹介 箕面の家 設計：井上久実設計室
施工：西友建設

敷地は長さ 15m 幅 2m の通路で接道する旗竿敷地で、二方を共同住宅、
もう二方を戸建住宅に囲まれています。四方からの視線に配慮し四面を
壁で構成し、南から北に向けて順に、屋外テラス・吹き抜けのリビング・
各諸室を並べ、段階的に奥まで光が届く空間構成としました。屋外テラ
スに面する外壁面を緑化する事で、壁に囲まれた小さな空間でありなが
ら、常に自然を近くで感じる事の出来る心地よさと静寂な雰囲気が、吹
き抜けのリビングを介して内部空間に溢れています。　　　（井上久実）

所 在 地：大阪府箕面市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016.08
構造規模：木造
敷地面積：153.20㎡
建築面積：58.79㎡
延床面積：101.44㎡
写　　真：冨田英次
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

戦
後
の
集
合
住
宅
を
振
り
返
る
と
き
、
テ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
低
層
接
地
型
の
長
屋
タ
イ
プ

の
先
駆
的
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
歴
史
は
、
こ

の
ま
ま
人
知
れ
ず
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
今
年
五
月
に
訪
れ
た
の

が
、
東
京
都
中
野
区
に
あ
る
鷺
宮
団
地
で
あ
る
。

　

高
田
馬
場
か
ら
西
武
新
宿
線
に
乗
っ
て
一
三
分
、

鷺
ノ
宮
駅
で
下
車
し
、
細
い
路
地
を
七
分
ほ
ど
南

に
歩
く
と
、
風
景
が
突
然
開
け
、
緑
に
覆
わ
れ
た

小
ぶ
り
な
団
地
が
見
え
て
く
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
の
外
壁
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
切
妻

屋
根
か
ら
な
る
一
棟
四
戸
と
二
戸
の
素
朴
な
た
た

ず
ま
い
の
住
棟
が
六
棟
、
ハ
の
字
形
に
少
し
開
い

た
角
度
で
仲
良
く
並
ん
で
い
る
。
外
観
か
ら
は
平

屋
に
も
見
え
る
が
内
部
は
二
層
に
な
っ
て
お
り
、

一
、二
階
共
に
床
や
間
仕
切
り
は
木
造
で
で
き
て

い
る
。
一
住
戸
の
床
面
積
は
一
六
・
五
坪
で
あ
る
。

建
設
当
時
の
資
料
を
見
る
と
、
敷
地
面
積
四
三
五

五
㎡
、
普
通
分
譲
全
二
〇
戸
、
住
戸
形
式
﹁
東

56-T
N

-3D
K

﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
略
号

は
、
日
本
住
宅
公
団
東
京
支
所
建
築
部
が
一
九
五

六
年
に
依
頼
し
て
前
川
國
男
が
作
成
し
た
標
準
設

計
図
を
差
し
、
北
側
に
玄
関
を
持
つ
テ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
で3D

K

の
間
取
り
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

竣
工
か
ら
約
六
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
、
周
囲
の

樹
木
は
大
き
く
成
長
し
、
各
住
戸
も
増
改
築
を
重

ね
て
い
た
。
住
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
近
く
建
て
替

え
工
事
が
始
ま
る
と
い
う
。
実
は
、
ほ
ぼ
同
じ
形

式
の
標
準
設
計
図
に
よ
っ
て
続
い
て
建
て
ら
れ
た

の
が
、
翌
一
九
五
八
年
に
竣
工
す
る
世
田
谷
区
の

烏
山
団
地
と
杉
並
区
の
阿
佐
ヶ
谷
団
地
で
あ
る
。

後
者
は
全
一
七
四
戸
の
赤
い
屋
根
の
三
六
棟
が
広

い
敷
地
に
点
在
し
、
緑
に
包
ま
れ
た
良
好
な
住
宅

地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず

れ
も
再
開
発
に
よ
っ
て
近
年
相
次
い
で
姿
を
消

し
、
鷺
宮
団
地
が
最
後
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み

出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
四
五
年
の
敗
戦
時

の
日
本
は
、
空
襲
に
よ
る
焼
失
や
戦
時
統
制
に
よ

る
供
給
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
四
二
〇
万
戸
の
住
宅

不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
後
の
一

九
五
五
年
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
二
七
一
万

戸
の
住
宅
不
足
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

﹁
住
宅
に
困
窮
す
る
勤
労
者
の
た
め
に
耐
火
性
能

を
有
す
る
構
造
の
集
団
住
宅
及
び
宅
地
の
大
規
模

な
供
給
を
行
う
﹂
こ
と
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
の
が
日
本
住
宅
公
団
で
あ
る
。そ
の
草
創
期
に
、

都
心
型
の
晴
海
高
層
ア
パ
ー
ト
︵
一
九
五
八
年
︶

と
共
に
、
郊
外
型
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
試
作
と
し

て
前
川
國
男
が
設
計
し
た
の
が
こ
れ
ら
の
団
地
で

採
用
さ
れ
た
標
準
設
計
だ
っ
た
。
前
川
は
、
戦
時

下
に
上
海
で
手
が
け
た
華
興
商
業
銀
行
総
合
社
宅

︵
一
九
四
二
年
︶
や
敗
戦
直
後
の
木
造
組
立
住
宅

プ
レ
モ
ス
︵
一
九
四
六
～
五
一
年
︶
の
実
績
な
ど

か
ら
依
頼
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
前
川
の

下
で
晴
海
高
層
ア
パ
ー
ト
に
続
き
、
こ
の
標
準
設

計
を
担
当
し
た
の
が
大
髙
正
人
で
あ
る
。大
髙
は
、

こ
れ
ら
の
設
計
を
進
め
て
い
た
当
時
、﹁
公
団
住

宅
の
設
計
に
対
す
る
批
判
﹂
と
題
し
た
文
章
の
中

で
、次
の
よ
う
な
手
厳
し
い
言
葉
を
記
し
て
い
た
。

　
﹁
気
の
付
く
事
は
、
公
団
住
宅
に
限
ら
ず
今
迄

に
建
っ
た
多
く
の
ア
パ
ー
ト
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
が

無
い
と
云
う
事
で
す
。︵
中
略
︶
何
と
い
う
事
も

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
四
角
な
箱
に
四
角
な
窓
を

あ
け
て
、
和
風
建
築
の
イ
ン
テ
リ
ー
を
叩
き
込
ん

だ
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
設
計
す
る
人
の
安
直
な
物
の

考
え
方
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
合
の
設
計
者
の
仕
事
は
、
昭
和
に
始
ま
っ
た
国

際
建
築
様
式
の
最
も
安
直
な
も
の
と
、
伝
統
的
な

木
構
造
の
イ
ン
テ
リ
ヤ
ー
と
を
不
細
工
に
結
婚
さ

せ
る
だ
け
の
事
で
、
何
ら
創
造
的
な
も
の
が
み
ら

れ
ま
せ
ん
。﹂︵﹃
建
築
雑
誌
﹄一
九
五
七
年
五
月
号
︶

　

そ
の
一
方
で
、
大
高
は
次
の
よ
う
な
視
点
を
提

示
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
﹁
法
隆
寺
の
庇
や
、
農
家
の
屋
根
は
大
き
く
張

り
出
し
て
、
日
光
や
雨
に
対
す
る
素
晴
ら
し
い
影

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
て
も
簡
単
な
構
造

で
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の

人
々
が
心
か
ら
欲
し
た
も
の
を
、
技
術
の
力
を
尽

し
て
実
現
し
て
行
こ
う
と
す
る
驚
く
べ
き
創
造
力

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
出
来
た
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。︵
中
略
︶
人
は
長
屋
に
住
ん
で
い
て

も
、
植
木
鉢
を
も
と
め
、
涼
し
い
ス
ダ
レ
を
買
い
、

金
魚
鉢
を
置
い
て
生
活
の
豊
か
さ
を
精
一
杯
も
と

め
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
人
間
の
素
朴
な
欲
求

を
、
一
定
の
経
済
条
件
の
下
で
、
ど
れ
だ
け
建
物

の
設
計
に
持
込
ん
で
い
る
か
に
依
て
建
物
の
価
値

が
決
り
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
技
術
の
可
能
な

総
て
を
あ
げ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
我
々
は
人
々
の
た
め
に
﹁
構
造
﹂
を
作
る
の

で
は
な
く
、
良
い
﹁
家
﹂
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
ら
。﹂

　

こ
こ
に
は
、
人
々
の
生
活
の
実
相
に
応
え
よ
う

と
努
力
し
た
先
人
た
ち
へ
の
敬
意
と
そ
れ
に
連
な

ろ
う
と
す
る
意
志
が
読
み
取
れ
る
。こ
の
文
章
は
、

次
の
よ
う
な
切
実
な
言
葉
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
﹁
と
も
あ
れ
設
計
に
は
デ
ザ
イ
ン
︱
創
造
︱
豊

か
さ
︱
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
良
く
訓

練
さ
れ
た
建
築
家
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な
事

を
早
く
認
め
合
い
、
そ
し
て
中
で
も
難
し
い
共
同

住
宅
の
標
準
設
計
に
は
、
充
分
な
時
間
と
、
し
た

が
っ
て
費
用
を
か
け
る
様
な
習
慣
を
早
く
作
っ
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。﹂

　

残
念
な
が
ら
、
前
川
と
大
高
が
標
準
化
し
よ
う

と
試
み
た
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
実
践
は
こ
れ
よ
り
先

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
髙
の
言
う

良
い
﹁
家
﹂
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
姿
を

消
そ
う
と
し
て
い
る
鷺
宮
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
そ

う
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

南西から見る住棟

緑に覆われた住棟全景

日本住宅公団鷺宮団地　1957 年
公団草創期のテラスハウスの試み

記憶の建築
松隈　洋
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「TSURUMI こどもホスピス」における活動について

高場　秀樹
一般社団法人こどものホスピスプロジェクト理事長　
2009 年招聘した英国のこどものホスピス（ヘレン＆ダグラスハウス）の創始者シスター・フランシスの思いに賛同。重い病気をもつ子どもの
親として、病気をもつこどもや家族が気軽に集い、ほっと安らげる場の必要性を感じ、2010 年に「こどものホスピスプロジェクト」を結成し、
理事長に就任。団体の経営だけでなく、現在も講演会などで、こどものホスピスの活動を紹介するなど精力的に NPO 活動に取り組んでいる。
現在、株式会社ワン・トゥー・テン・ホールディングス代表取締役専務。

日本に前例のない「コミュニティ型こどもホスピス」がこの春、鶴見緑地に誕生しました。
さまざまな病気をもつ若い命とむきあう「第二のわが家」の思想について、「こどものホスピスプロジェク
ト」理事長の高場秀樹さんにご紹介いただきました。

拠
点
を
持
た
な
い
ま
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
共
に
﹁
出
来
る
事
﹂
を
積
み
上
げ
て
行

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
ユ
ニ
ク

ロ
に
認
め
ら
れ
る
事
と
な
り
、
日
本
財
団
と
合

同
で
大
型
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
、
大
阪
鶴

見
緑
地
公
園
内
に
あ
る
四
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
を
借
り
受
け
、T
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こ
ど
も

ホ
ス
ピ
ス
が
建
設
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
計
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
家
︵
ハ

ウ
ス
︶で
あ
る
だ
け
で
な
く
、村︵
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
︶

の
よ
う
な
場
所
﹂
で
す
。
三
角
お
屋
根
の
六
棟

を
ア
ー
チ
型
の
廊
下
で
結
ん
だ
姿
。
こ
れ
は
、

中
庭
を
挟
ん
で
ど
こ
に
人
が
い
て
も
、
お
互
い

の
存
在
が
感
じ
あ
え
る
よ
う
な
形
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
も

た
ら
し
て
い
る
三
つ
の
価
値
は
、﹁
い
ろ
ん
な

ワ
ク
ワ
ク
﹂﹁
い
ろ
ん
な
安
ら
ぎ
﹂﹁
い
ろ
ん
な

出
会
い
﹂
で
す
。
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
い
ろ
ん
な
場

所
で
溢
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
素
敵
な
建
物
を
目

指
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
少
し
時
間
が
経

ち
ま
し
た
が
、
ご
利
用
い
た
だ
く
子
ど
も
や
家

族
を
始
め
、
本
当
に
多
く
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
設
計
、
施
工
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

Ｌ
Ｔ
Ｃ
の
子
ど
も
が
二
万
人
い
る

　

私
た
ち
が
対
象
と
す
る
子
ど
も
は
﹁
生
命
を

脅
か
さ
れ
る
病
気
﹂と
共
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
は﹁LT

C

︵life-threatening-
condition

︶
の
子
ど
も
﹂
と
国
際
的
に
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
お
よ
そ
二
万
人
が
暮

ら
し
て
お
り
、
一
五
歳
ま
で
の
生
存
率
は
き
わ

め
て
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
難
病

の
子
ど
も
は
お
よ
そ
一
五
万
人
。
私
た
ち
の
取

り
組
み
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｃ
の
子
ど
も
を
中
心
に
、
難

病
の
子
ど
も
を
含
め
た
範
囲
を
対
象
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
は
原
則
一
八
歳
ま

で
と
し
、
乳
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
、
成
人

期
と
、
子
ど
も
に
は
様
々
な
成
長
段
階
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
子
ど
も
も
生
命
に
関

わ
る
大
変
重
い
病
気
を
患
っ
て
い
ま
す
。
病
名

を
挙
げ
る
と
、
小
児
が
ん
、
心
疾
患
、
神
経
筋

疾
患
、
代
謝
性
疾
患
、
先
天
性
異
常
、
重
度
脳

性
麻
痺
な
ど
に
大
別
で
き
ま
す
。
こ
の
様
に
、

成
長
段
階
や
病
状
は
多
様
で
、
た
と
え
同
じ
病

名
で
あ
っ
て
も
症
状
は
そ
の
時
々
で
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
す
。病
状
の
安
定
時
期
も
あ
れ
ば
、

き
わ
め
て
不
安
定
な
時
期
も
あ
り
、
長
い
生
命

も
き
わ
め
て
短
い
生
命
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

ホ
ス
ピ
ス
の
取
り
組
み
に
平
準
化
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
不
向
き
な
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
一
人
一
人
の
状
況
に

あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、共
通
し
て
い
る
事
柄
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
来
享
受
す
べ
き
子
ど
も
ら
し
い
暮

ら
し
が
病
気
に
よ
っ
て
著
し
く
損
な
わ
れ
て
い

る
と
い
う
事
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
子

ど
も
や
き
ょ
う
だ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
友

人
の
様
な
立
ち
位
置
か
ら
寄
り
添
い
、
同
世
代

を
生
き
る
子
ど
も
と
同
じ
様
に
、
遊
び
、
学
び
、

出
会
い
、
体
験
し
、
成
長
す
る
た
め
の
数
少
な

い
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。﹁T
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こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
﹂
は
そ

う
し
た
場
を
目
指
そ
う
と
心
に
決
め
た
医
療
、

福
祉
、
教
育
の
専
門
家
と
地
域
に
暮
ら
す
多
く

の
人
々
と
共
に
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
取
り
組
む
社
会
課
題

　

私
た
ち
が
取
り
組
む
社
会
課
題
と
は
何
か
と

聞
か
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
折
に
は

﹁
学
校
に
行
け
な
い
の
は
、
子
ど
も
や
家
族
側

の
問
題
で
は
な
い
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
﹂

と
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
、
つ
ま

り
教
育
。
そ
れ
は
、
遊
び
、
学
び
、
出
会
い
、

体
験
す
る
場
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
も
し
く
は
あ
る

　

ホ
ス
ピ
ス
と
い
う
言
葉
に
は
、
穏
や
か
な
最

期
を
迎
え
る
た
め
の
医
療
施
設
と
い
う
印
象
が

強
い
と
思
う
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
現
場
は
リ

ゾ
ー
ト
地
に
あ
る
別
荘
の
よ
う
な
寛
ぎ
の
空
間

の
中
で
、
子
ど
も
や
ご
家
族
の
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
こ
と
も

あ
り
、
言
葉
の
印
象
と
は
少
し
離
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
言
で
取
り
組
み
の
全
貌
を

説
明
す
る
事
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
し
い
て
言
え

ば
、
ど
ん
な
に
重
い
病
気
が
あ
っ
て
も
、
同
世

代
を
生
き
る
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
、
遊
び
、

学
び
、
出
会
い
、
体
験
し
、
成
長
す
る
機
会
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
場
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
に
よ
り
も
、
子
ど
も
や
ご
家
族
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
﹁
第
二

の
わ
が
家
﹂
な
の
で
す
。

　

税
に
依
拠
し
な
い
民
間
の
善
意
に
よ
っ
て
支

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
が
日

本
で
初
め
て
登
場
し
た
と
い
う
事
も
あ
り
、
ど

う
い
う
取
り
組
み
な
の
か
少
し
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
の
言
葉

　

二
〇
〇
九
年
、
世
界
に
先
駆
け
て
子
ど
も
ホ

ス
ピ
ス
の
活
動
を
推
進
さ
れ
て
来
た
、
ヘ
レ
ン

＆
ダ
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
シ

ス
を
大
阪
に
お
呼
び
し
講
演
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
英
国
に
お
け
る
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
を
様

々
な
視
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八

〇
〇
人
を
超
え
る
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
講
演
の
最
後
に
は
﹁
あ
な
た
の
出
来
る
事

か
ら
始
め
て
下
さ
い
﹂
と
い
う
言
葉
で
締
め
く

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
勇
気
を
い

た
だ
き
、
二
〇
一
〇
年
、
大
阪
市
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
師
や
看
護
師
が
中
心
と
な
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
遊
び
や

学
び
を
ご
自
宅
に
届
け
た
り
、
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
、
小
さ
な
旅
行
を
提
供
し
た
り
、

遺
族
へ
の
傾
聴
活
動
な
ど
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
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い
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
こ

う
し
た
苦
悩
は
十
分
に
理
解
で
き
る
も
の
の
、

子
ど
も
の
尊
厳
が
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
疑

問
に
感
じ
る
事
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
の
子
ら
し
い
﹁
生
﹂
と
は
何
だ
ろ
う

か
、
心
か
ら
望
ん
で
い
る
﹁
今
﹂
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
私
た
ち
は
常
に
考
え
向
き
合
っ
て
い
く

取
り
組
み
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る﹁
チ
ル
ド
レ
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
﹂
に
は
、
こ
う
し
た
意
味
が
宿
っ

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
わ
が
子
と
心
を
通
わ
せ
た
暖
か
な
記

憶
は
、
い
つ
も
わ
た
し
を
優
し
く
満
た
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
心
苦
し
い
時
で

あ
っ
て
も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
に
、
き
ょ
う
だ
い
に
、
家
族
に
、

キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
優
し
い
微
笑
み
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
る
場
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
大
切
な

わ
が
子
を
知
っ
て
い
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
と
地

域
に
暮
ら
す
方
々
と
と
も
に
、
暖
か
な
記
憶
を

永
遠
に
紡
い
で
行
け
る
よ
う
な
、
優
し
く
て
豊

か
な
地
域
社
会
が
広
が
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

日
突
然
、
病
気
に
よ
っ
て
学
校
へ
行
け
な
く
な

る
。
そ
う
し
た
場
合
、﹁
今
は
ゆ
っ
く
り
治
療

し
て
、
元
気
に
な
っ
て
か
ら
学
校
へ
お
い
で
﹂

と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
治
ら
な
い
子
ど
も

は
ど
う
し
た
ら
学
校
へ
行
け
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
、
社
会
の
側
に
受
け
入
れ
る
仕
組

み
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
⋮
と
考
え
て
い

ま
す
。
医
療
機
器
を
装
備
し
て
も
通
え
る
学
校

が
あ
れ
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
れ
ば
、
遊
ぶ
場

が
あ
れ
ば
、
家
族
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る

場
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
社
会
の
側
に
そ

の
準
備
が
な
い
。
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
大
き

な
社
会
課
題
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
重
い
病
気
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
子
ら
し
く
成
長
の
機
会
が
あ
る
社
会

を
強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
公
的
な

取
り
組
み
で
は
実
現
し
づ
ら
い
領
域
を
﹁T

SU
RU

M
I

こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
﹂
の
よ
う
な
民
間
の

力
を
活
用
し
、
子
ど
も
や
家
族
と
共
に
実
践
し

て
い
く
事
が
で
き
る
、
特
別
に
し
つ
ら
え
た
場

所
を
社
会
に
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

世
界
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス

　

世
界
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
に
は
四
つ
の
共
通

点
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
目
は
﹁
ロ
ー
カ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
﹂
で
、
地
域
に
根
差
し
た
自
発

的
な
活
動
で
あ
る
事
。
ふ
た
つ
目
は﹁
ホ
ー
ム
・

フ
ロ
ー
ム
・
ホ
ー
ム
﹂
で
、
病
院
で
は
な
く
家

で
あ
る
事
。三
つ
目
は﹁
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
﹂で
、

友
と
し
て
寄
り
添
う
事
。
そ
し
て
最
後
に
﹁
フ

リ
ー
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
﹂
で
、
財
源
を
寄
付

に
頼
っ
た
慈
善
活
動
で
あ
る
事
。子
ど
も
、き
ょ

う
だ
い
、
保
護
者
、
三
者
三
様
の
苦
悩
に
寄
り

添
う
に
は
欠
か
せ
な
い
指
針
で
あ
る
事
は
国
際

的
な
常
識
で
す
。
日
本
に
お
け
る
取
り
組
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
う
し
た
指
針
が

重
視
さ
れ
た
取
り
組
み
が
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
機

関
に
広
が
る
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト

　
﹁
お
母
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
姿

を
久
し
ぶ
り
に
見
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。ま
た
参
加
し
た
い
で
す
！
﹂こ
れ
は
、先
日
、

小
児
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
お
子
さ
ん
の
言
葉

で
す
。
と
て
も
優
し
い
心
を
持
っ
た
素
敵
な
お

子
さ
ん
で
し
た
。
大
切
に
慈
し
み
な
が
ら
育
て

て
い
る
わ
が
子
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
。
私
た

ち
の
取
り
組
み
に
流
れ
る
抗
い
よ
う
の
な
い
理

不
尽
さ
は
、
ど
ん
な
に
覚
悟
し
て
も
、
ど
ん
な

に
今
を
大
切
に
過
ご
し
て
も
、
受
け
入
れ
が
た

ハウスの 2F にある「みんなのテラス」 子どもも大人も大喜び！クラウンがいっぱいイベントの風景

日本初のコミュニティ型こどもホスピス
「TSURUMIこどもホスピス」を

ご 支 援ください！

「TSURUMIこどもホスピス」（TCH）は、重い病気の
子どもとその家族が、家庭的な環境の中でともに遊び、
学び、楽しみ、安らいでいただけるところです。2016
年春、大阪市鶴見緑地公園内にオープン！病院
ではなく、地域で支えるコミュニティ型の“こどもホスピ
ス”として、皆さまのご寄付で運営します。現在、TCH
を支えていただく会員やサポータ―を募集中（個人
￥6,000、企業・団体￥100,000）。詳しくはWEBで。

あそび創造広場  TSURUMIこどもホスピス
（運営主体：一般社団法人こどものホスピスプロジェクト）

〒538-0035 大阪市鶴見区浜 1 丁目1-77
TEL：06-6991-9135
Email：info@childrenshospice.jp
WEB：http://www.childrenshospice.jp

芝生のお庭で水遊びは子どもたちのお気に入り

秋の収穫が楽しみ！コットンの苗の植替え風景
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

馬
場　

高
章

企
画
展 

大
地
震
、
命
を
守
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

◆
は
じ
め
に

　

熊
取
町
は
、
大
阪
都
心
部
か
ら
三
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
大
阪
府
の
南
部
・
泉
南

郡
に
あ
っ
て
関
西
国
際
空
港
の
あ
る
泉
佐
野
市

の
東
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
熊
取
﹂
の
名
の
由
来
に
は
、
諸
説
あ
る
の

で
す
が
、
動
物
の
﹁
熊
﹂
で
は
な
く
﹁
隈
﹂
に

由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
歌
舞
伎
独
特
の
メ
イ
ク
を
﹁
隈
取
﹂
と
い

い
ま
す
が
、
周
囲
を
山
地
・
丘
陵
に
﹁
ク
マ
ド

リ
﹂
さ
れ
た
谷
、
盆
地
地
形
か
ら
名
づ
け
ら
れ

た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

文
献
で
は
、
七
三
一
年
に
住
吉
神
社
で
編
ま

れ
た
と
い
う
﹁
住
吉
神
代
記
﹂
で
﹁
熊
取
﹂
の

名
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
八
〇
四
年
﹁
日

本
後
紀
﹂
に
は
、﹁
桓
武
天
皇
が
熊
取
野
に
遊

猟
し
た
﹂
こ
と
が
み
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
千
年

以
上
前
か
ら
熊
取
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

熊
取
は
近
世
以
来
、
多
く
の
た
め
池
が
築
か

れ
、
寡
雨
な
気
候
な
が
ら
、
当
時
の
農
業
先
進

地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
は
綿
織
物
業
等
の
繊
維
産
業
で

も
栄
え
ま
し
た
。

　

当
時
の
綿
織
物
工
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
、
平
成
一
七
年
に
開
館
し
た
熊
取
交
流
セ
ン

タ
ー
﹁
煉
瓦
館
﹂
で
は
、
当
時
の
赤
れ
ん
が
工

場
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。
最
近
は
、
映
画
の
ロ
ケ
に
も
使
わ
れ
て

お
り
、
館
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
二
六
年
の
町
制
施
行
当
時
の
人
口
は
九

八
八
九
人
と
一
万
人
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
規
模
団
地
の
開
発
が
行
わ
れ
た
昭
和

五
〇
年
こ
ろ
か
ら
人
口
が
急
増
し
、
昭
和
六
〇

年
の
国
勢
調
査
で
は
三
万
三
五
四
二
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
時
、
五
年
前
の
国
勢
調
査
か

ら
の
増
加
率
は
三
一
．九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

当
時
の
大
阪
府
下
市
町
村
の
最
高
の
増
加
率
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
こ
の
人
口
急
増
当
時
を
知
る
小
学
校

の
校
長
先
生
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
転
校
生
と
い
え
ば
、
し
ば
ら
く
は
ク

ラ
ス
で
目
立
つ
存
在
と
な
る
と
こ
ろ
が
、
と
に

か
く
次
か
ら
次
へ
と
転
校
生
が
入
っ
て
く
る
の

で
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
は
、
ひ
と
り
の
転
校

生
に
か
ま
っ
て
い
る
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
児
童
急
増
の
ピ
ー
ク
に
は
、﹁
月
曜
日
に

転
校
し
て
き
た
子
が
、
金
曜
日
に
転
校
し
て
き

た
子
に
先
輩
と
し
て
学
校
を
案
内
し
て
い
た
。﹂

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
、
こ
の
頃
建
て
ら
れ
た
住
宅
の

耐
震
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
閑
話
休
題

　

私
自
身
は
、
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
リ
ボ
ン
窓
に
あ

こ
が
れ
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
と
六
本
木
プ
リ
ン
ス

の
師
弟
対
決
に
興
奮
し
、﹁
建
築
家
﹂
に
な
ろ

う
と
建
築
学
科
に
進
ん
だ
の
で
す
が
、
身
の
程

知
ら
ず
も
い
い
と
こ
ろ
で
、
才
能
に
も
恵
ま
れ

ず
、
学
業
成
績
も
良
く
な
い
学
生
は
建
築
家
に

は
な
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
と
に
か
く
卒
業
と
い
う
こ
と
に

な
る
訳
で
す
が
、
今
の
若
い
人
に
は
、
歴
史
上

の
出
来
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
代
は
い
わ

ゆ
る
﹁
バ
ブ
ル
﹂、
就
職
は
空
前
の
売
り
手
市

場
で
、
望
め
ば
就
職
し
た
い
と
こ
ろ
に
就
職
で

き
る
世
の
中
で
し
た
。
景
気
が
い
い
こ
と
も
あ

り
、
今
と
は
違
っ
て
、
公
務
員
志
望
の
学
生
が

非
常
に
少
な
い
時
代
で
し
た
。

　

あ
る
民
間
企
業
の
大
阪
支
店
勤
務
と
な
る
予

定
だ
っ
た
僕
が
、
な
ぜ
、
熊
取
町
の
採
用
試
験

を
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
、
こ
こ
で
は

書
き
ま
せ
ん
が
、
建
築
家
ど
こ
ろ
か
、
建
築
に

ち
ょ
っ
と
関
係
の
あ
る
感
じ
の
町
役
場
の
職
員

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
課
の
業
務
範
囲
を
一
般
的
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
お
お
ま
か
に
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、

﹁
都
市
計
画
﹂、﹁
開
発
指
導
﹂、﹁
営
繕
﹂、﹁
公

営
住
宅
管
理
﹂
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
課
内
に

は
﹁
都
市
計
画
﹂、﹁
開
発
指
導
﹂、﹁
建
築
﹂
と

い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え

ば
、﹁
開
発
指
導
﹂
で
は
、
住
宅
の
耐
震
や
リ

フ
ォ
ー
ム
の
補
助
制
度
、﹁
建
築
﹂
で
は
、
営

繕
業
務
だ
け
で
な
く
、
公
営
住
宅
の
管
理
を
担

当
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
辺
り
は
大
き
な
自

治
体
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お
隣
の

泉
佐
野
市
と
熊
取
駅
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
開
発
指
導
グ
ル
ー
プ
で
は
、

平
成
二
五
年
度
か
ら
二
七
年
度
ま
で
三
か
年
に

お
い
て
全
庁
で
取
り
組
ん
で
い
た
転
入
・
定
住

促
進
策
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
中

古
住
宅
取
得
費
補
助
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は
好
評
に
よ
り
今
年

度
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
建
築
グ
ル
ー
プ
で

は
、
平
成
二
二
年
に
町
営
住
宅
の
建
替
え
が
完

了
し
、
現
在
は
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
継
続

的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
建
築
物
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
建
築
物
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

　

町
有
施
設
の
耐
震
化
に
は
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
お
り
、
特
に
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
耐
震

化
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
七
年
度
に
は
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

も
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
度
に
は
役
場
庁
舎
の
耐
震
改
修

を
実
施
、
今
年
度
末
に
は
町
立
保
育
所
の
耐
震

化
も
完
了
し
ま
す
の
で
、
町
有
施
設
に
つ
い
て

は
耐
震
化
率
一
〇
〇
％
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
間
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

府
下
の
他
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に
、
耐
震
診
断

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
六
回  

熊
取
町
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我
々
は
我
々
自
身
の
冷
酷
な
運
命
を
思
う

と
き
一
掬
の
涙
な
き
を
得
な
い
。
け
れ
ど
も

我
々
は
決
し
て
ひ
る
ま
な
い
。
天
は
自
ら
助

る
も
の
を
助
く
。
我
々
は
我
々
の
将
来
の
幸

福
を
希
う
が
故
に
、
百
難
屈
せ
ず
、
百
折
撓

ま
ず
、
重
な
る
災
厄
を
好
箇
の
試
錬
と
た
の

ん
で
ひ
た
す
ら
復
興
再
建
の
大
道
を
萬
進
す

る
の
で
あ
る
。︵﹁
福
井
大
震
災
画
報
﹂
昭
和

二
三
年
八
月
三
一
日
福
井
市
発
行
︶

　

最
後
に
不
退
転
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
名
文

で
す
が
、
決
意
の
前
に
は
一
掬
︵
両
手
で
す
く

う
ほ
ど
︶
の
涙
が
あ
っ
た
の
で
す
。
大
地
震
の

中
を
生
き
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
き
、今
、

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
命
を
守
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
﹂
に
つ

い
て
考
え
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

て
進
め
て
き
た
企
画
で
す
が
、
数
多
く
の
写
真

や
映
像
、
震
源
と
な
っ
た
断
層
の
現
場
な
ど
を

見
て
い
る
う
ち
に
、
理
屈
で
は
な
く
、
た
だ
単

純
に
過
去
の
大
地
震
の
姿
を
見
て
欲
し
い
、
そ

し
て
、
そ
の
時
そ
こ
に
生
き
た
人
た
ち
の
こ
と

を
想
像
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
思
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
﹁
企
画
展
﹂
で
も
展
示
し
た
の
で
す
が
、

一
九
四
八
年
の
福
井
地
震
の
後
、
福
井
市
が
発

行
し
た
﹁
福
井
大
震
災
画
報
﹂
に
当
時
の
福
井

市
長
、
熊
谷
太
三
郎
氏
が
寄
稿
さ
れ
た
﹁
焦
土

に
立
つ
﹂と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

　

突
如
と
し
て
、
こ
の
国
の
誰
も
が
未
だ
か

つ
て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
烈
し
い
地

震
が
我
々
の
郷
土
を
襲
っ
た
。
激
浪
に
も
ま

れ
た
船
底
の
如
き
庁
舎
か
ら
辛
じ
て
屋
外
に

と
び
出
た
と
き
は
、
い
つ
も
見
慣
れ
た
道
ば

た
の
土
蔵
は
す
で
に
跡
か
た
も
な
く
潰
れ
て

い
た
。

　

濛
々
た
る
土
煙
に
赤
く
濁
っ
た
街
の
空

　

地
面
を
走
る
い
く
す
ぢ
も
の
生
々
し
い
地

割
れ

　

つ
ぎ
つ
ぎ
に
運
ば
れ
て
い
く
負
傷
者
の
な

か
に
は
、
ほ
ん
の
す
こ
し
前
笑
い
を
か
わ
し

た
ば
か
り
の
知
り
び
と
も
ま
ぢ
っ
て
い
る
。

す
べ
て
は
一
瞬
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

傾
き
倒
れ
た
街
の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
燃
え

あ
が
っ
た
煙
り
が
一
団
の
炎
と
な
っ
て
全
市

を
包
む
こ
ろ
、
暗
黒
の
夜
が
お
と
づ
れ
て
来

た
。
そ
し
て
、
一
夜
あ
け
た
暁
に
見
渡
す
街

に
は
、
三
年
前
の
戦
災
に
お
と
ら
ぬ
み
じ
め

な
姿
が
到
る
と
こ
ろ
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。　
　

を
は
じ
め
と
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
、

自
治
会
へ
出
向
い
て
の
出
前
講
座
や
外
部
講
師

を
招
い
て
の
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、思
っ
た

よ
う
に
申
請
件
数
が
伸
び
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
の
熊
本
地
震
の
後
も
そ
う
だ
っ
た
の
で

す
が
、
大
き
な
地
震
が
あ
る
と
、
そ
の
後
、
し

ば
ら
く
の
間
、
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
、
地
震
直
後
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
、
実
際
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

で
、
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
補
助

金
の
増
額
な
ど
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
が

不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
識
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
企
画
展
「
大
地
震
、命
を
守
る
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
」
の
開
催

　

今
年
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
過
去
に
国
内

で
起
こ
っ
た
大
地
震
の
被
害
を
具
体
的
に
見

て
、
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
住
宅
の
耐
震

化
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
大
阪
府
岸
和
田
土
木
事
務
所
と

の
共
催
で
、
大
阪
建
築
物
震
災
対
策
推
進
協
議

会
の
後
援
を
受
け
、
企
画
展
﹁
大
地
震
、
命
を

守
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
﹂
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
協
力
で
、
テ
レ
ビ
の
﹁
な
ん

で
も
鑑
定
団
﹂
で
お
な
じ
み
の
澤
田
平
さ
ん
か

ら
江
戸
時
代
の
地
震
に
関
す
る
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
け
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
、
八
月
下
旬
の

開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

展
示
資
料
を
集
め
る
た
め
に
各
地
の
資
料
館
や

博
物
館
を
訪
問
し
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
私

自
身
に
意
識
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
い
わ
ゆ
る
普
及
・
啓
発
を
目
的
と
し

熊取町

馬
場
　
高
章
（
う
ま
ば 

た
か
あ
き
）

　
熊
取
町
事
業
部
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長

一
九
六
五
年	

高
石
市
生
ま
れ

一
九
八
九
年	

金
沢
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒

一
九
八
九
年	

熊
取
町
入
庁

	

事
業
部
や
教
育
委
員
会
な
ど
で
、営
繕
業
務
に
携
わ
る

二
〇
一
五
年	

現
職

	

趣
味
は
サ
ク
ラ
マ
ス
の
ル
ア
ー
釣
り
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

九
月
二
十
一日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
五
名　

監
事
二
名　

名
誉
会
長
他
六
名

︵
１
︶
八
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
五
、

五
六
八
、五
一
〇
円
、
支
出
一
一
、五
八
二
、三
九

六
円
、
差
引
△
六
、〇
一
三
、八
八
六
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
は
三
一
、七
一
九
、七
四
三
円

を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

正
会
員
会
費
収
入
の
充
足
率
が
九
四
％
と
高
率
で

す
が
、
一
五
〇
名
減
少
を
想
定
し
た
予
算
額
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
す
。

事
業
系
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
が
順
調
な
収
入
状

況
で
あ
る
こ
と
、
耐
震
評
価
業
務
が
前
期
で
一
七

件
、
申
請
予
定
八
件
と
好
調
で
す
。

全
体
で
は
、
前
期
の
事
業
収
支
は
約
五
〇
％
の
充

足
率
で
す
。

︵
２
︶
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
運
営
規
程
︵
案
︶

六
月
度
理
事
会
か
ら
の
継
続
検
討
と
し
て
、
次
の

二
つ
の
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

規
程
案
１
﹁
審
査
員
の
所
属
す
る
組
織
か
ら
応
募

が
あ
る
場
合
、
同
作
品
の
審
査
や
選
考
等
に
加
わ

ら
な
い
﹂

規
程
案
２
﹁
審
査
委
員
長
及
び
審
査
委
員
は
、
応

募
者
が
在
籍
す
る
企
業
・
法
人
等
に
所
属
し
て
い

な
い
こ
と
と
す
る
﹂

規
程
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
考
慮
し
て
、
賞
の
価
値
と
透
明
性
を
高
く
保
つ

方
向
で
検
討
す
る
こ
と
は
役
員
一
同
一
致
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
論
の
結
果
、
今
年
度
は
当
問
題
が
影
響
し
な
い

審
査
員
構
成
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
結
論
を
急
が

ず
担
当
委
員
会
に
持
ち
帰
り
、
対
象
条
項
だ
け
で

な
く
、
コ
ン
ク
ー
ル
規
程
全
体
を
見
直
し
て
継
続

審
議
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
編
集
後
記

荒
木　

公
樹

　

今
回
の
編
集
後
記
で
は
、﹃
建
築
人
﹄
の
発
行
の

仕
組
と
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
こ
の
紹
介
の
目
的
は
、﹃
建
築
人
﹄
が

情
報
伝
達
に
留
ま
ら
ず
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
参
加
の
場
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

　
﹃
建
築
人
﹄
は
、
印
刷
費・執
筆
料
等
の
経
費
︵
支

出
︶を
広
告
費・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
の
掲
載
費︵
収
入
︶

で
ま
か
な
う
方
法
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
︵
平
成
二
七
年
度
︶
の
﹃
建
築
人
﹄
に
か
か
る

予
算
は
八
五
〇
万
円
で
、
本
年
度
も
同
額
の
予
算

で
発
行
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
発
行
方
法
は
、

大
阪
府
建
築
士
会
の
渡
辺
節
初
代
会
長
が
提
案
し

た
方
法
で
す
。こ
の
方
法
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

編
集
の
独
立
性
つ
ま
り
編
集
の
自
由
を
保
つ
こ
と

で
し
た
。︵﹃
ひ
ろ
ば
﹄
一
九
六
五
年
一
〇
月
号
渡
辺

節
﹁
将
来
に
飛
翔
す
る
＂
ひ
ろ
ば
＂﹂︶

　
﹃
建
築
人
﹄
が
現
在
の
構
成
と
な
っ
た
の
は
、
大

幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
、
四
年
半
前
の

二
〇
一
二
年
四
月
号
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
の
﹃
建

築
人
﹄
は
、
広
告
収
入
の
減
少
か
ら
毎
年
数
百
万
円

単
位
の
赤
字
決
算
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
の
誌
面
は
、
会
報
誌
と
し
て
自
然
な
流
れ
で

す
が
、
活
動
報
告
が
メ
イ
ン
で
読
み
物
と
し
て
の
面

白
さ
に
欠
け
る
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
人
材
で
編
集
を
効
率
化
す
る
具

体
策
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、二
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
一
つ
目
の
テ
ー
マ
が
﹁
建
築

士
会
の
知
の
体
現
﹂
で
す
。﹃
建
築
人
﹄
は
、
会
と

会
員
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
会
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
社
会
に
対
し
て
建
築
士
会
の
知
を

体
現
す
る
媒
体
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
質
の
高
い

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、︵
一
財
︶
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
は
、
ぜ
ひ
本
会
に
お
申

込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員  

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル 

一
〇
階
建  

不
整
形  

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】︵
敬
称
略
︶

大
野
義
照
︵
大
阪
大
学
名
誉
教
授
︶

坂　

壽
二
︵
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
︶

倉
本　

洋
︵
大
阪
大
学
教
授
︶

土
井　

正
︵
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
准
教
授
︶

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
・
申
込
】

公
益
社
団
法
人　

大
阪
府
建
築
士
会
事
務
局

誌
面
づ
く
り
は
、
そ
の
ま
ま
建
築
士
会
を
表
す
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
、﹃
建
築
人
﹄
は
発
行
と
と
も
に
、

建
築
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
ペ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ

し
、
最
新
号
及
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
公
開
し
て
お

り
ま
す
。
二
つ
目
の
テ
ー
マ
が
﹃
建
築
人
﹄
に
か
か

る
決
算
の
黒
字
化
で
す
。
紙
媒
体
と
し
て
毎
月
の
発

行
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
赤
字
の
大
き
な
要
因

で
あ
っ
た
印
刷
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
大
幅
な
ペ
ー
ジ
数
の
削
減
と

と
も
に
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し

た
。
近
年
多
く
の
会
報
誌
で
実
施
さ
れ
て
い
る
電
子

書
籍
化
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
直
接

手
に
と
っ
て
読
む﹁
紙
の
本
﹂と
い
う
形
態
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
末
永
く
大
切
に
持
ち
続
け
て

も
ら
え
る
誌
面
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
﹃
建
築
人
﹄
で
は
、
会
報
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
全

国
を
対
象
と
す
る
こ
と
や
利
益
を
生
み
出
す
こ
と

を
第
一
義
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

大
阪
・
近
畿
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り

地
域
に
根
ざ
し
た
誌
面
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
社
会
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
と
す
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
会
で
は
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
連
携
や
参

加
の
場
つ
ま
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
大

切
で
す
。﹃
建
築
人
﹄
が
連
携
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

建
築
士
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
大
学
・
行
政
・
事

業
者
等
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
手
段
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

会
報
誌
は
、
毎
月
の
発
行
を
維
持
す
る
こ
と
に
傾

倒
す
る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
会
報
誌
は

時
間
の
経
過
に
よ
り
資
料
価
値
の
高
い
貴
重
な
ス

ト
ッ
ク
と
な
る
可
能
性
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
築
同
様
永
く
残
り
続
け
る
も
の

と
し
て
、
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ

る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
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同志社京田辺会堂　ファセット•スタジオ•ジャパン一級建築士事務所

　同志社京田辺会堂は、幅員６mの構内通路で分断された2つの敷
地に、礼拝堂と新島襄関連資料展示室が主用途の「宗教施設」を
設計する事が求められた。国際コンペ要項で、当初から私が気になっ
たのは、そもそも「宗教施設」は必要なのか、という事。キリスト教伝道
が主たる目的でもない同志社大学で、キリスト教徒ではない学生が多
数通うキャンパスで、自分とは接点が見出しにくい「宗教施設」そのも
のを前面に打ち出した建築は、学生のシンボルにはなり得ない。だか
ら、同志社京田辺会堂を、キリスト教徒のシンボルからこの大学に通う
学生のシンボルにするためには、学生に、もっと身近な建物になる工
夫が必要だと考えた。そこで、敷地を分断する構内通路に面し、二つ
の建物の大開口を向き合わせることで、構内通路を歩くだけでも、新
島襄関連資料展示室にあるラウンジで談笑していても、自然と礼拝
堂内部の活動を目にし、礼拝堂への興味を喚起する機会を促す平面
計画とした。礼拝堂側からも、大学キャンパスを歩く友人、ラウンジで
談笑する友人が自然と目に入ってくる。幅員6mの構内通路を同志社
京田辺会堂施設群の一部に取り込む事で、礼拝堂と共に起こる日々
の光景は、学生達のキャンパスライフに自然と溶け込んでいく…。礼
拝堂が特別な存在ではなく、気がつけば、いつもキャンパスライフの中
心には同志社京田辺会堂がある。「宗教施設」がそれくらい日常に溶
け込んでいる光景を創ってみたいと思ったのである。

撮影：阿野太一　第60回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
柏木　由人（かしわぎ よしひと）
1973年大阪府生まれ。
慶應義塾大学の商学部で学んだ後、慶應義塾大学大学
院の政策メディア研究科にて建築・都市デザインを専攻。
大学院卒業後、Renzo Piano Building Workshop（イタリ
ア）、Engelen Moore（オーストラリア）勤務を経て、2008年
Facet Studio（オーストラリア）、2009年ファセット・スタジオ・
ジャパン一級建築士事務所（大阪）を設立。主な受賞歴に、
Architecture Asia Award（アジア）／新人賞、Taipei 
International Design Award（台湾）／大賞、Interior Design 
Excellence Awards（オーストラリア）新人賞がある。

■建物データ
建 築 主：学校法人 同志社
設　　計：ファセット・スタジオ・ジャ
　　　　　パン一級建築士事務所
施　　工：吉村建設工業
所 在 地：京都府京田辺市
用　　途：大学
竣　　工：2015年3月
構造規模：RC造、一部鉄骨造 2階
敷地面積：562,687.47㎡
建築面積：1,207.66㎡
延床面積：1,194.24㎡


